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　内子町名誉町民・髙
た か は た せ い い ち

畑誠一氏の偉業を今に伝えよう
と、内子高等学校の２年生 12 人が７月 19 日、内子自治
センターで親族の髙

たかばたけしょうこ

畑祥子さんや関係者などに聞き取り
調査を行いました。祥子さんは生徒に昔の写真や直筆の
手紙などを見せながら、当時のことを説明。生徒たちの
質問にも丁寧に答えていました。調査内容は同センター
が 11 月から開催する、髙畑誠一企画展に展示されます。

髙畑誠一氏の企画展示開催に向けて
内子高校生たちが関係者に聞き取り調査

娘の挑戦を楽しそうに見守るお母さん

髙畑誠一氏の写真に見入る生徒たち

日本の粋な音色を親子で響かそう――
伝統文化「三味線」のよさを体験・体感

　親子で伝統文化に触れる「三味線親子体験教室」が７
月 16 日、五十崎自治センターで開かれ、20 人が参加し
ました。津軽三味線奏者の堀尾泰

や す ま

磨さんが講師となり、
持ち方から丁寧に教える教室です。全７回あり、11 月
３日の五十崎文化祭で練習の成果を披露します。竹本
涼
り ょ う か

花さん（内子小４年）は「指運びが難しい。練習して文
化祭では上手に弾きたい」と目を輝かせていました。

夏休みは内子の里山で親子旅
山で、川で、楽しい思い出いっぱい作ろう

　田舎の夏を楽しんでほしいと、うちこグリーンツーリ
ズム協会が、さまざまな夏企画を実施しています。
　「カブトムシと五右衛門風呂の田舎の親子旅」は７月
13・14 の両日、お山の学校ながたで行われました。１泊
２日でカブトムシ採りやピザ焼き、うどん作り体験など、
本物の里山を満喫する旅に６組 20 人が参加。雨の影響
でカブトムシはあまり捕れませんでしたが、五右衛門風
呂や山の散策、屋外での調理など、親子で楽しい時間を
過ごしました。参加者は「今度は家族全員で来たい」「息
子と男同士の思い出ができた」と満足そうでした。
　「川に学ぶ！ 夏の親子体験」は７月 28 日、からり橋
周辺の小田川で行われ、約 30 人が参加しました。ボー
ト遊びやリール巻き競争、川の生物観察などをした後、
地元漁師と魚を捕まえる体験をしました。昼食は捕れた
ての鮎と羽釜飯。少し非日常的な川遊びを満喫する親子
たちの笑い声が、終日、小田川に響いていました。
※内子の夏を遊ぶなら同協会のホームページをご覧ください。

　 http://uchiko-gt.sakura.ne.jp/

1_きれいな小田川でボートを楽しむ親子　2_投網で捕まえ
た鮎を手に、満面の笑みを見せてくれました（以上「川に遊ぶ！  
夏の親子体験）　3_ワクワクしながらカブトムシの罠づくり
に挑戦　4_クヌギの木の穴からカブトムシを探す達人
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　心臓疾患に対する知識向上や啓蒙を目的とした「健心
祭」が６月30日、大洲市の喜多医師会病院で開かれまし
た。医師たちが「心房細動と脳梗塞」をテーマに講演をし
た他、看護服の試着やヨーヨー釣りなどができる「お祭
り広場」や、内視鏡やリハビリ器具が触れるコーナーな
ど、催しが盛りだくさん。大勢の家族連れなどが来場し、
楽しみながら健康について学んでいました。

見て・聞いて・触って学ぶ心臓のこと
喜多医師会病院が「健心祭2019」を開催

　「元気わくわく川まつり」（同実行委員会主催、上石富
とみかず

一
実行委員長）が７月14日、五十崎自治センターで開かれ、
約 600 人が参加しました。多数のボランティアが協力し、
ニジマス釣りやシャボン玉遊びなどを実施。ウナギのつ
かみ取りでは、子どもたちが歓声と水しぶきを上げて獲
物を追いかけました。上石さんは「昨年は豪雨で中止だっ
たので、みんなの笑顔が見られてよかった」と喜びました。

豊かな川と、きれいな水と、キラキラの笑顔
雨が降っても楽しい「元気わくわく川まつり」

真剣な表情で心肺蘇生法を学ぶ子どもたち

内子本町商店街の伝統行事
夏を彩る「うちこ夏祭り」

　恒例の「うちこ夏祭り」（同実行委員会主催）は７月14
日、内子本町商店街で開かれました。目玉は各店が店の
商品を作品にする「造り物コンテスト」です。今年はフロー
リストやまおかの、花びらで作った「トリックアート」が金
賞を受賞しました。会場では大屋台村や子ども向けのス
タンプラリーなどがあった他、祭りを締めくくる300発の
花火が上がり、商店街の夏の夜を彩っていました。

ウナギを上手に捕まえて、笑顔がはじける

会議の趣旨を説明する久保宮さん（右）

　小田地域の未来を考える「小田未来いころ会議」は６
月12日、どい書店で開かれました。有志約30人が参加し、
地域おこし協力隊の岡山紘

ひろあき

明さん、同ＯＢの山内大
だいすけ

輔さ
ん、納堂邦

くにひろ

弘さんの近況や活動などについて耳を傾けま
した。発起人の久保宮賢

け ん じ

次さんは「『いころ』は元気の
源という意味。頑張っている人の姿に力をもらって、小
田地域を盛り上げたい」と意気込みを語りました。

楽しいこと考えて地域をいこらそう
小田地域の有志が「小田未来いころ会議」

フローリストやまおかの作品「トリックアート」で記念撮影


